
理学部へ進学 してから40年が過ぎました。その

間,学部 2年,大学院 2年余 と最後の 6年足 らず

を合わせて10年 間を理学部でお世話にな りまし

た。東京天文台年次報告は,改組までに30冊,た

またま,私はその30年間を東京天文台 (以後天文

台とします)で過ごしました。そのあと,天文学

教育研究センターの所属 とな りました。勤務地

は,1958年から三鷹,67年から69年 にかけてアメ

リカ,74年から木曽で,88年 に三鷹に戻 りまし

た。その間に木曽観測所所長を6年間,つ いで天

文学教育研究センター長を2年務めました。

東京天文台に助手として入ったのは,大学院の

数物系研究科天文学課程博士コース 1年のときで

した。広瀬秀雄教授 (元東京天文台長)か ら,

「君,天体掃索部へ来てくれますか」と言われて

入 りました。当時は,選考委員会,公募 と言う手

続きのない時代でした。天文台は (東大の付置研

究所であるにもかかわらず)内部では「役所」と

呼び習わしていました。勤務時間中は,役所の業

務を行うのが建前で,助手の研究は特別に許可を

もらうか,こ っそりするものであると言う雰囲気

で した。私に当てがわれた業務は,月位置のマル

コピッチ・カメラによる写真観測と掩蔽観測と図

書係でした。

私の40年間を振 り返って

石 田 意 ― (天文学教育研究センター)

現在に至るまでの私自身の仕事として自党のあ

るものを,四種類に分けるならば銀河構造,散光

星雲と散開星団,その他の天体に関連するもの,

観測濃1定装置設計 と観濃1所運営となります。

一番目は,修士論文の炭素星の渦巻腕に沿った

霧凰[Fttltl[糞 tl具奨雪臭斃言[奮 i、 こol
いました。指導教官になって頂いた鏑木政岐先生

と,後に京都大学へお移 りになった清水彊先生を

中心とする毎週の恒星天文学研究会,通称 SAM
(Stellar AstronOmy Meeting)と ,畑中武夫先

生を中心とする研究会には,必ず出席 しました。

毎年の正月に麻布の天文学教室で開かれた勉強会

には,東京天文台からも沢山の方々が出席され,

大変活気のある会でした。正月の勉強会の準備が

きっかけで,大 Jヽ マゼラン雲に於ける, OB型
星,ケ フェイ ド変光星,中質量星,星間物質など

の分布を調べたのも楽 しい仕事で した。星の誕

生,銀河の進化が,研究課題 として初めて取 り上

げられた時代でした。
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中,小尾の頭文字をとったTHO理 論を聞いた

り,早りll幸男 (元名大学長),高窪啓弥 (東 Jし大

名誉教授)な どの方々に接することにな りまし

た。1963年 に「爆発銀河M82」 という論文を読ん

でいた晩に,畑中先生が亡 くなったと電話で知ら

せを受け,ぼう然 としました。それから,当時発

足 したばか りの東大計算機センターの OKITAC
5090に 通うなどして,天の川銀河の中心核の爆発

を示唆す る論文 を書 き,基礎物理学研究所の

Progress (of′rheOretical Physics) に出 しまし

た。海野和三郎先生が,あの論文で学位を申請し
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なさいと言って下さいました。それから10年余 り

の後,次の散光星雲 と散開星団の仕事,続いて

シュミット望遠鏡の設計 と木曽観測所の建設が一

段落 したところで,銀河構造の研究に戻 りまし

た。

二番 目の,こ との起 こりは,1965年木曽シュ

ミット望遠鏡の試作機に当たる50cm彗星写真儀が

堂平観測所にできて,広瀬先生からそれを使うよ

うに勧めていただき,散光星雲のHα写真測光を

することにしました。堂平の冬は西風が強 く,

ドームのない吹きさらしの望遠鏡が, 1時間の撮

(D177;[[1191]「 :塩i基祟尊][纏展|｀

末元善二郎先生 (元東京天文台長)の考案で出来

上 り,そ れを私がギヤがす り減 るまで使いまし

た。そこで散光星雲のHα と電波の地図を重ね

て,例えば,北アメリカ星雲とペ リカン星雲に分

かれて見える散光星雲が,実は丸い電離水素の塊

の中心部が星間吸収物質で隠されてできた模様で

あることを明らかにしました。

1967年 10月 か ら 1年半,私はポス トドクに受

かってテキサス大学へ行 きました。オースチン市

か ら800km離れたマク ドナル ド天文台へひんばん

に出かけて,堂平で観測 した散光星雲の中に埋

まっている散開星団の星の観測をしました。82イ

ンチ (望遠鏡)で写真を撮 り,36イ ンチで光電測

光をしました。82イ ンチの分光器でスペク トル分

類 と視線速度測定をしました。

驚いたことに,36イ ンチは,初めての晩から,

難な く使えました。岡山天体物理観測所の36イ ン

チの制御盤 とそっくりだったらからです。それに

82イ ンチの ドームの間取 りも何 と岡山に似ていた

ことでしょう。もちろんこれは,岡 山の建設にあ

たって,マクドナル ド天文台から設計図をもらっ

て,取 り入れるべきところを取 り入れたからであ

ることは,後に大沢清輝先生 (元東京天文台長)

から聞きました。

当時,マクドナル ド天文台は,ヤーキス天文台

から独立 して 2年 と日も浅 く,古 きよき時代の雰

囲気をまだ保っていました。観測者は,山腹に点

在する独立 した一軒一軒の家に鍵を貰って入 り,

各 自白炊をしていました。82イ ンチで撮影 した

UBVの 写真乾板は,ア リゾナ大学のアイリスホ

トメータで浪1定 しました。キットピーク天文台ヘ

も数回観測にでかけました。90イ ンチができたば

かりで, 4m望遠鏡の ドームは建設中でした。

二番目は,彗星,小惑星,特異新星,惑星状星

雲,自色矮星,フ レア星などの観浪1的研究を気の

向くままに致 しました。

四番目は,1965年 ,天文学会の将来計画の議論

と, SAMの大型シュミット望遠鏡計画の議論が

進む中で,私はいつの間にかその中に座っていま

した。1969年 ,大学紛争の終わった頃,広瀬先生

は私をアメリカから呼び返され,東京天文台は大

型シュミット望遠鏡計画の実現に本腰を入れまし

た。私は,建設地の選定,望遠鏡設計 と観濃1測定

装置製作に参画しました。本曽観濃1所に関連する

ことは,昨年11月 の開所20周年研究の集録に譲 り

ます。

最後に,改組の折 りに頂きました理学部の皆様

の暖かい配慮に感謝いたします。

―- 21 -


